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ゼミ活動報告 

「CORE学生論文表彰式と発表会」 

奥未歩 

10月 9日(木)、CORE学生論文 2014の表彰式と発表会が行われました。今年度は、

宮川ゼミからは女子チームの執筆した論文「企業はなぜ無借金になっていくのか～人的資

本と無借金企業増加の関係～」が優秀賞に選ばれました。ちなみに、もう 1 本の優秀賞は

田村ゼミから、最優秀賞は石川ゼミから選ばれました。 

表彰式と発表会は経済学の

講義の時間帯に行われました。

1 回生受講必須科目というこ

とで、約 300 人の前で発表

したのですが、個人的にはこ

んな大勢の前でプレゼンをす

ることは初めてのことだった

ので、とても緊張しました。

プレゼン中に前を見ていると、

私たちのプレゼンを真剣に聞

いてメモを取ったりする人も

多くいました。自分たちの書

いた論文に興味を持って聞いてくれることが素直に嬉しかったです。 

 CORE論文のチームが始動したのはちょうど 1年前のことです。思い返せば、このテー

マにたどり着くまでに相当の時間を要しました。なかなかテーマが決まらず、チームの雰

囲気が暗くなることもありました。テーマが決まっても、仮説やそれに至るまでの流れを

組み立てることができずに毎日のように悩みました。今思えばうまくいかないことの方が

多かったような気がし

ます。それでも完成させ

ることができたのは、忙

しい中時間を割いてア

ドバイスをくださった

宮川先生や 2 期生の先

輩方、そして辛いときに

お互いを支えあったチ

ームの仲間や 3 期生が

いたからだと思います。

本当にありがとうござ

いました。 
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時間をかけて４人で書き上げた論文が優秀賞という形で評価して頂けたので、非常に嬉し

かったです。熱心にご指導くださった宮川先生、２期生の先輩方、ありがとうございまし

た。（蔵下） 

 

４人で悩みながらもひたすら考え抜き議論を重ねて書き上げた、この論文が完成した時の

達成感は忘れられません。本当に学生生活の中で貴重な経験となりました。ありがとうご

ざいました。（田中） 

 

執筆当時は何度も迷走を繰り返し、大変に感じる時もありましたが、チームで論文を執筆

するという貴重な機会を持つことができ、最終的にこのような賞を頂けたことを嬉しく思

っています。アドバイスを下さった先生や先輩方・ゼミ生たちに感謝しています。（中川） 

 

 

１０月８日（木） 

『CORE学生論文２０１４』表彰式と発表会が７３０教室で行われました。 

宮川ゼミからは以下の論文が入賞しました。 

 

＜優秀論文賞＞ 

『企業はなぜ無借金になっていくのか～人的資本と無借金企業増加の関係～』 

奥未歩 蔵下佳奈絵 田中千尋 中川愛美 


